
　毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
） 

         

　
　
　
　
　
　
　目

　
　次

　
　

 
 

　告

　示 

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ 

　た
件                                                                     

三
二
二 

○
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
通
知
が
あ
っ
た
件
三
件                         

三
二
二 

○
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
件                                           

三
二
三 

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件                                                   

三
二
四 

○
造
成
宅
地
防
災
区
域
を
指
定
す
る
件                                             

三
二
四 

　公

　告 

○
落
札
者
を
決
定
し
た
件                                                       

三
二
四 

　福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会 

○
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
し
た
件                                   

三
二
五 

　福
島
県
人
事
委
員
会 

○
県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
職
員
に
係
る
管 

　理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                           

三
二
五 

○
県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
退
職
管 

　理
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                                       

三
二
五 

○
職
員
の
採
用
試
験
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則                           
三
二
五 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

告

　
　示 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
告
示
第
四
百
二
十
号 

　大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
令
和
五
年
七
月
四

日
か
ら
同
年
十
一
月
四
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、
福
島
県
い

わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市
産
業
振
興
部
産
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
五
年
七
月
四
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

マ
ル
ト
Ｓ
Ｃ
草
野
店

　福
島
県
い
わ
き
市
平
下
神
谷
字
仲
田
百
二
十
番
ほ
か 

二

　変
更
し
た
事
項 

１

　大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
（
設
置
者
の
変
更

　一
件
） 

２

　大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
（
小

売
業
を
行
う
者
の
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

　一
件
、
小
売
業
を
行
う
者
の
退
店

　一
件
、

　小

売
業
を
行
う
者
の
出
店

　一
件
） 

三

　届
出
年
月
日 

令
和
五
年
六
月
十
四
日 

四

　届
出
を
し
た
者 

株
式
会
社
マ
ル
ト 

株
式
会
社
コ
メ
リ 

（
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
二
十
一
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保

安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
五
年
七
月
四
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所 

田
村
市
船
引
町
堀
越
字
高
森
二
六
九
の
一
か
ら
二
六
九
の
三
ま
で
、
三
二
七
の
五
二
、
三
二
七
の

五
三
、
三
二
八
の
七
九
、
三
二
九
の
一
、
三
二
九
の
一
三
、
三
二
九
の
二
三 

二

　指
定
の
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

三

　指
定
施
業
要
件 

１

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

㈠

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

㈡

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
田
村
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準

伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

㈢

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

２

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

　（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
田
村
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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─────────────────────────────────────────────────────────── 

 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

福
島
県
告
示
第
四
百
二
十
二
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保

安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
五
年
七
月
四
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄

　

 

一

　保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所 

南
会
津
郡
南
会
津
町
岩
下
数
間
沢
一
一
の
一
、
一
六
、
二
一
、
二
八
、
三
〇 

二

　指
定
の
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

三

　指
定
施
業
要
件 

１

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

㈠

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

㈡

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
南
会
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

㈢

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

２

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

　（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
南
会
津
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
二
十
三
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保

安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。 

　
　令
和
五
年
七
月
四
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所 

南
会
津
郡
南
会
津
町
糸
沢
字
深
沢
山
三
五
六
〇
の
一
、
三
五
六
一 

二

　指
定
の
目
的 

土
砂
の
流
出
の
防
備 

三

　指
定
施
業
要
件 

１

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

㈠

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

㈡

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
南
会
津
町
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

㈢

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

２

　立
木
の
伐
採
の
限
度 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

　（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
南
会
津
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
二
十
四
号 

　森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
。 

　
　令
和
五
年
七
月
四
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

一

　保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所 

南
相
馬
市
原
町
区
下
渋
佐
字
大
身
九
の
三
、
四
二
の
二
、
字
後
川
三
四
一
の
四
、
三
五
三
の
四
、

字
平
一
一
一
の
五
、
一
一
一
の
六
、
一
一
四
の
八
、
一
一
八
の
三
か
ら
一
一
八
の
七
ま
で
、
一
一
九

の
三
か
ら
一
一
九
の
五
ま
で
、
一
二
〇
の
四
か
ら
一
二
〇
の
六
ま
で
、
一
二
二
の
三
、
一
二
六
の
二
、

一
三
一
の
二
、
一
三
三
の
二
、
一
三
四
の
二
、
一
三
六
の
二
、
一
三
八
の
二
、
一
三
九
の
二
か
ら
一

三
九
の
五
ま
で
、
一
四
〇
の
四
、
一
四
〇
の
六
、
一
四
一
の
四
か
ら
一
四
一
の
六
ま
で
、
一
四
三
の

二
、
一
六
三
の
二
、
一
六
三
の
三
、
一
六
四
の
五
、
字
赤
沼
二
三
〇
の
二
、
二
三
二
の
二
、
二
七
二

の
六
、
二
七
五
の
一
、
二
七
八
の
一
、
二
七
九
の
一
、
二
八
〇
の
一
、
二
八
〇
の
七
か
ら
二
八
〇
の

一
〇
ま
で
、
二
八
〇
の
一
二
、
二
八
一
の
一
、
二
八
二
の
一
、
二
八
二
の
四
か
ら
二
八
二
の
七
ま
で
、

二
八
三
の
一
、
三
二
六
の
四
、
三
三
八
の
一
、
三
三
八
の
二
、
三
三
九
、
三
四
〇
、
字
湊
一
三
二
、

一
三
六
の
一
、
一
三
八
の
一
、
一
三
九
の
一
、
一
四
〇
の
一
、
一
四
一
の
四
、
一
四
一
の
六
、
一
四

二
の
一
、
一
四
三
の
一
、
一
五
五
の
一
、
一
五
五
の
二
、
一
五
六
の
一
、
一
五
六
の
二
、
一
五
七
か

ら
一
六
〇
ま
で
、
一
六
一
の
二
、
一
六
一
の
三
、
一
六
二
か
ら
一
六
四
ま
で
、
一
七
三
の
二
、
一
七

七
、
一
八
五
の
七
、
二
五
四
の
三
、
二
六
〇
の
四
、
三
〇
五
、
三
〇
七
、
三
〇
八
、
三
〇
九
の
一
、

三
〇
九
の
二
、
三
一
〇
の
六
、
三
一
三
の
一
、
三
一
四
の
一
、
字
大
橋
三
六
の
六
、
三
六
の
七
、
三

八
の
二
、
三
八
の
三
、
三
九
の
二
、
四
〇
の
二
、
四
一
の
二
、
四
二
の
二
、
四
三
の
四
、
四
三
の
七
、

五
九
の
三
、
六
〇
の
三
、
原
町
区
萱
浜
字
須
賀
前
一
一
〇
の
一
、
一
一
一
の
一
、
一
一
一
の
二
、
一

二
九
の
一
、
字
東
蔵
前
七
三
の
一
、
七
三
の
二
、
一
〇
三
の
一
、
一
〇
四
の
一
、
一
〇
五
の
一
、
一

〇
五
の
五
、
一
〇
六
の
一
、
一
〇
六
の
二
、
一
〇
七
、
字
北
畑
一
の
三
、
一
の
六
、
二
の
二 

二

　指
定
の
目
的 

潮
害
の
防
備 

三

　指
定
施
業
要
件 

１

　立
木
の
伐
採
の
方
法 

㈠

　主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。 

㈡

　主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
南
相
馬
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標

準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。 

㈢

　間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

２

　立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種 

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

　（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福
島
県
農
林
水
産
部
森
林
林
業
総
室
森
林
保

全
課
及
び
南
相
馬
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
森
林
保
全
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
二
十
五
号 

　道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
県
北
建

設
事
務
所
で
令
和
五
年
七
月
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

令
和
五
年
七
月
四
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

路

　
　
　線

　
　
　名

供

用

開

始

の

区

間

供

用

開
始

の
期

日

県
道
国
見
福
島
線

　
　
伊
達
市
堀
切
端
一
番
一
一
地
先
か
ら

　

 

令
和
五
年
七
月
四
日

　
　

同

　市
鶴
田
三
〇
番
五
地
先
ま
で

　
　

（
道
路
計
画
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
島
県
告
示
第
四
百
二
十
六
号 

　宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
四
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
造
成
宅
地
防
災
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

令
和
五
年
七
月
四
日 

福
島
県
知
事

　内

　堀

　雅

　雄 

区

域

名

区

域

区

域

の

範

囲

高
塚
団
地

会
津
若
松
市
河
東
町
南
高
野
字
高
塚
地

次
の
図
の
と
お
り

　
　
　
　

内

　（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
福
島
県
土
木
部
都
市
総
室
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
福
島

県
会
津
若
松
建
設
事
務
所
企
画
調
査
課
及
び
会
津
若
松
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
） 

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
） 

 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

公

　
　告 

　
　
　
　
　
　
　
　

 
      

                                       

公 告 第 １ ３ ８ 号  
  Ｗ Ｔ Ｏ に 基 づ く 政 府 調 達 に 関 す る 協 定 の 適 用 を 受 け る 物 品 等 の 購 入 に つ い て 、 次 の と  
お り 落 札 者 を 決 定 し た の で 、 地 方 公 共 団 体 の 物 品 等 又 は 特 定 役 務 の 調 達 手 続 の 特 例 を 定  
め る 政 令 （ 平 成 ７ 年 政 令 第 3 7 2 号 。 以 下 「 特 例 政 令 」 と い う 。 ） 第 1 2 条 及 び 福 島 県 財 務 規  
則 （ 昭 和 39 年 福 島 県 規 則 第 17 号 ） 第 274 条 の 11 第 １ 項 の 規 定 に よ り 公 告 す る 。  
    令 和 ５ 年 ７ 月 ４ 日  
                                                  福 島 県 知 事   内   堀   雅   雄  
１   落 札 に 係 る 物 品 等 の 名 称 及 び 数 量  

搾 乳 ロ ボ ッ ト 排 水 処 理 機 械   一 式  
２   契 約 に 関 す る 事 務 を 担 当 す る 課 の 名 称 及 び 所 在 地  

福 島 県 出 納 局 入 札 用 度 課   福 島 県 福 島 市 杉 妻 町 ２ 番 16 号  
３   落 札 者 を 決 定 し た 日  

令 和 ５ 年 ６ 月 ９ 日  
４   落 札 者 の 氏 名 及 び 住 所  

中 央 オ リ オ ン 株 式 会 社   宮 城 県 仙 台 市 若 林 区 鶴 代 町 １ 番 68 号  
５   落 札 金 額  

6 6 , 0 0 0 , 0 0 0 円  
６   契 約 の 相 手 方 を 決 定 し た 手 続  

一 般 競 争 入 札  
７   特 例 政 令 第 ６ 条 の 公 告 を 行 っ た 日  

令 和 ５ 年 ４ 月 14 日  
                                                                （ 入 札 用 度 課 ）  
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福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会 

　
　
　
　
　

 
 

福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
四
十
三
号 

　公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
又
は
第
四
項
第
二

号
（
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
条
、
第
百
十
四
条
、
第
百
十
七

条
又
は
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
不
在
者
投
票
の
で
き
る
施

設
と
し
て
、
令
和
五
年
六
月
二
十
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

　
　令
和
五
年
七
月
四
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　福
島
県
選
挙
管
理
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　遠

　藤

　俊

　博 
 

施

　
　設

　
　の

　
　名

　
　称

施

　設

　の

　所

　在

　地

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　飯
野
ふ
る
さ
と
村

福
島
市
飯
野
町
大
久
保
字
古
枝
四
一
番
一

 

　
　
　
　
　
　

 

福
島
県
人
事
委
員
会 

　
　
　
　
　
　

 
 

県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
職
員
に
係
る
管
理
職
員
等
の
範
囲
を

定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
五
年
七
月
四
日 

福
島
県
人
事
委
員
会 

委
員
長

　齋

　藤

　記

　子 

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号 

県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
職
員
に
係
る
管
理
職
員 

等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
職
員
に
係
る
管
理
職
員
等
の
範
囲
を

定
め
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 別

表
須
賀
川
市
の
項
中
「
秘
書
広
報
課
長
補
佐

　財
政
係
長
」
を
「
秘
書
広
報
課
長
補
佐

　行
政
経 

営
係
長

　財
務
係
長
」
に
、
「
公
民
館

　館
長
」
を
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　所
長
」
に
改
め
、 

「
福
祉
事
務
所

　所
長 

同
表
相
馬
市
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
「
福
祉
事
務
所

　所
長
」
に
改
め
、
同
表
南
会
津
郡 

愛
育
園

　
　
　園
長
」 

「
振
興
セ
ン
タ
ー

　振
興
セ
ン
タ
ー
長 

只
見
町
の
項
中
「
振
興
セ
ン
タ
ー

　振
興
セ
ン
タ
ー
長
」
を 

中
央
公
民
館

　
　館
長

　
　
　
　
　」 

に
改
め
、
同
表
西
白
河
郡
西
郷
村
の
項
中
「
課
長

　室
長
」
を
「
課
長
」
に
改
め
、
同
表
東
白
川
郡
塙 

「
農
業
委
員
会
事
務
局

　事
務
局
長 

町
の
項
中
「
農
業
委
員
会
事
務
局

　事
務
局
長
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　に
改
め
、 

こ
ど
も
園

　
　
　
　
　園
長

　
　」 

「
連
絡
事
務
所

　所
長 

同
表
双
葉
郡
大
熊
町
の
項
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　を
「
連
絡
事
務
所

　所
長
」
に
、
「
幼
稚
園
」 

保
育
所

　
　
　所
長
」 

を
「
こ
ど
も
園
」
に
改
め
、
同
表
田
村
広
域
行
政
組
合
の
項
を
削
る
。 

附

　則 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
審
査
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
五
年
七
月
四
日 

福
島
県
人
事
委
員
会 

委
員
長

　齋

　藤

　記

　子 

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
四
号 

県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
退
職
管
理
に
関 

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

県
に
公
平
委
員
会
の
事
務
を
委
託
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
の
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則
（
平

成
二
十
八
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
中
「
相
馬
方
部
衛
生
組
合

　田
村
広
域
行
政
組
合
」
を
「
相
馬
方
部
衛
生
組
合
」
に
改
め
る
。 

　
　
　附

　則 

　こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
総
務
審
査
課
） 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

　職
員
の
採
用
試
験
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
五
年
七
月
四
日 

福
島
県
人
事
委
員
会 

委
員
長

　齋

　藤

　記

　子 

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
五
号 

職
員
の
採
用
試
験
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

職
員
の
採
用
試
験
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

「
薬
学

　
　
　
　

 
別
表
第
二
福
島
県
職
員
（
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
）
採
用
候
補
者
試
験
の
項
中 

 

「
建
築

　
　
　
　
　

 

主
と
し
て
建
築
に
関
す
る
知 

 

又
は
そ
の
他
の
能
力
を
必
要 

 

務
に
従
事
す
る
こ
と
を
職
務
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主
と
し
て
薬
学
に
関
す
る
知
識
、
技
術

　
　
　薬
学 

主
と
し
て
薬
学
に
関
す
る
知 

 

又
は
そ
の
他
の
能
力
を
必
要
と
す
る
業

　を 

又
は
そ
の
他
の
能
力
を
必
要 

 
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
職
務
と
す
る
職
」

務
に
従
事
す
る
こ
と
を
職
務

 

心
理

主
と
し
て
心
理
に
関
す
る
知 

又
は
そ
の
他
の
能
力
を
必
要 

務
に
従
事
す
る
こ
と
を
職
務

識
、
技
術 

と
す
る
業 

と
す
る
職 

識
、
技
術 

と
す
る
業

　に
改
め
る
。 

と
す
る
職 

識
、
技
術 

と
す
る
業 

と
す
る
職
」 

別
表
第
三
福
島
県
職
員
（
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
）
採
用
候
補
者
試
験
の
項
受
験
資
格
の
欄
第
一

号
中
「
薬
学
以
外
の
も
の
」
を
「
行
政
事
務
、
農
業
土
木
及
び
土
木
」
に
改
め
、
同
欄
第
二
号
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。 

二

　建
築 

試
験
告
知
の
日
の
属
す
る
年
度
の
四
月
一
日
に
お
け
る
年
齢
が
五
十
九
歳
未
満
の
者
の
う
ち
次

に
掲
げ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
五
条
の
規
定
に

よ
る
一
級
建
築
士
の
免
許
を
有
す
る
も
の 

ア

　民
間
企
業
に
お
け
る
職
務
経
験
を
五
年
（
一
年
未
満
の
就
業
期
間
及
び
一
月
を
超
え
る
休
職
、

休
業
そ
の
他
の
職
務
に
従
事
し
て
い
な
い
期
間
を
除
く
。
）
以
上
有
す
る
者 

イ

　試
験
機
関
が
ア
に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者 

別
表
第
三
福
島
県
職
員
（
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
）
採
用
候
補
者
試
験
の
項
受
験
資
格
の
欄
に
次

の
二
号
を
加
え
る
。 

三

　薬
学 

試
験
告
知
の
日
の
属
す
る
年
度
の
四
月
一
日
に
お
け
る
年
齢
が
五
十
九
歳
未
満
の
者
の
う
ち
次

に
掲
げ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
薬
剤
師
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
薬
剤
師
の
免
許
を
有
す
る
も
の 

ア

　民
間
企
業
に
お
け
る
職
務
経
験
を
五
年
（
一
年
未
満
の
就
業
期
間
及
び
一
月
を
超
え
る
休
職
、

休
業
そ
の
他
の
職
務
に
従
事
し
て
い
な
い
期
間
を
除
く
。
）
以
上
有
す
る
者 

イ

　試
験
機
関
が
ア
に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者 

四

　心
理 

試
験
告
知
の
日
の
属
す
る
年
度
の
四
月
一
日
に
お
け
る
年
齢
が
五
十
九
歳
未
満
の
者
の
う
ち
次

に
掲
げ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
公
認
心
理
師
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
公
認
心
理
師
の
資
格
を
有
す

る
も
の 

ア

　民
間
企
業
に
お
け
る
職
務
経
験
を
五
年
（
一
年
未
満
の
就
業
期
間
及
び
一
月
を
超
え
る
休
職
、

休
業
そ
の
他
の
職
務
に
従
事
し
て
い
な
い
期
間
を
除
く
。
）
以
上
有
す
る
者 

イ

　試
験
機
関
が
ア
に
該
当
す
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者 

　
　
　附

　則 

　こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
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採
用
給
与
課
） 

                                

再生紙を使用しています。 【定価　１箇月 3,560円】 発行者　福　　　　島　　　　県
印刷所　株式会社　第　一　印　刷

第398号令和 5年 7月 4日　火曜日 福 島 県 報326


